
多賀城市文化財調査報告書第42集

高 崎 遺 跡

ー第13-16次調査報告書一

平成 8 年 3 月

多賀城市教育委員会



高 崎 遺跡

ー第13---16次調査報告書一

乎成8年3月

多賀城市教育委員会



序 文

多賀城市教育委員会が高崎遺跡の調査を開始したのは昭和55年の

ことであります。 以来継続的に調査を重ね、 本年度で18回を数える

までに至りました。 調査成果も着実に蓄積され、 遺跡の解明が進ん

でいるように思われます。

さて、 本書は平成6年に実施した第13-----15次調査と翌7年に行っ

た第 16次調査の成果を収録したものです。 いずれも遺構・遺物が少

なく 、 従って簡単な内容となっております。 しかし、 今後隣接地を

調査する際には貴重な資料となることは疑いなく 、 ひいては高崎遺

跡の解明につながると考えられます。 埋蔵文化財調査センタ ーでは、

年間の事業概要をまとめた「年報」を毎年刊行しており、 その中に

発掘調査の略報を収録しておりますが、 別個の事業として実施した

発掘調査の成果を1冊にまとめて刊行するのはこれが初めての試み

です。 成果の大小にかかわらず、 このような形で速やかに調査結果

をまとめ、 公にすることは私達に課せられた義務と心得、 今後一層

努力する所存です。

最後になりましたが、 本書の作成にあたり、 ご指導・ご協力を頂

いた宮城県多賀城跡調査研究所および国立歴史民俗博物館の諸先生

方に対し、 衷心より御礼申し上げます。

平成8年3月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



言例
本書は平成6· 7年度に実施した高崎遺跡第13,..,_,16次調査の成果をまとめたものである。
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その他

調査区の実測基準線は「平面直角座標系X」を使用して設定している。

挿図中の高さは標高値を示している。

を参照した。土色は「新版標準土色帖J (小山・竹原： 1973) 
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竪穴住居s r 列柱SA 物建遣構番号は第 1 次調査からの一連番号である。

本書中で使用した遺構の分類記号は右のとおりである。 sx 塙土SK 溝SD 

本書の作成に際し、 瓦については進藤秋輝氏（宮城県多賀城跡調査研究所長） 、 土器については丹羽茂

から御教示を賜った。 また、 第16次調査で出土した土器

その結に分析を依頼し、の付着物については永嶋正春氏（国立歴史民俗博物館情報資料研究部助教授）

果は「V. 第16次調査」に収録した。

氏（宮城県多賀城跡調査研究所研究第一科長）

IIが石川俊英、 TVが武田健市であり、 編集は千葉が行った。I ·III· Vが千葉孝弥、本書の執筆は、．
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調査に関する諸記録および出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が映管している
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櫻井茂男
鳥山文夫

所 在 地 調 査 面 積 調 査 期 間 調 査只 調 査 参 加 者
第13次調査 高崎一丁目117-6 185m'(対象面校216m') 平成6年7 月 4 日～ 石川俊英 阿部 弘・奥田陸男•加藤昭ー・加

7 月29日 藤正士•鎌田 偉•鈴木太仲•鈴木
寿ニ・星 秀雄•渡辺正一

第14次調査 高崎一丁目14ー1 257而（対象面積416m') 平成6年8 月24 日～ 千葉孝弥 浅沼 良•奥田陸男・加藤昭ー•松
8 月31 日 本喜一

（遺物整理）須藤美智子・伊藤美恵
子・下山美香

第15次調査 高崎二丁目246-14、 200rri 平成6年9 月 7 日～ 瀧口 卓 阿部 弘・遠藤一代・奥田陸男•加
246-19 9 月28日 武田健市 藤昭一•菅野文夫・熊谷サツキ・後

藤恵子・桜井エイ子・松本喜一
（遺物整理）大山真由美•黒田啓子・
陶山喜美栄•高橋知賀子

第16次調査 高崎一丁目16-1 2,137m'(8,530m') 平成7年6 月19日～ 千葉孝弥 浅野 兵•阿部トシコ・内海義雄・
外6箪 8 月28日 長田栄太郎・後藤しのぶ•小松まり・

今野孝男・斎藤ゆき子•南城美岐子・
松本喜一•水越朝治•渡辺正一•渡
辺ゆき子 （遺物整理）柏倉霜代·
浦風志恵子・鹿野智子



I . 遺跡の位憧とこれまでの調査成果

高崎遺跡は本市のほぼ中央部に所在する遺跡である。 多賀城廃寺を取り込むように南北約1.1km、 東西約

1.2kmの範囲に広がっており 、 その大部分が標高16m未満の低丘陵になっている。 昭和55年度以降、 多賀城

市教育委員会によって継続的に調査が行われ、 古墳時代前期から江戸時代に至る追構・遺物が発見されて

..冷エ!Jl嶋. Jr.J,t鴫 、 -,.. 鰤 、 土 鴫

織柑匹認. l'llll磁、 蝠fl[磁
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第1図 調査区位置図•成果一覧表
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II. 第13 次 調査

1. 調査に至る経緯と経過

本調査については、 個人住宅建築の計画が提示されたため、 これについて協議を行った。 当該地は高崎

遺跡の範囲に含まれており、 また開発方法については丘陵を一 部削り取るため、 事前調査が必要の旨を回

答した。 その後、 申請者より発掘調査の依頼があり、 7月4日より発掘調査を開始した。 はじめに重機を

使って表土剥離を行なった。 調査区内は堆和層がなく 、 すぐに地山が露出した。 表土からは古代の土器類

が若干出土した。 6 日より遺構確認作業に入る。 遺構と考えられるものは、 調査区を東西に走る溝 状のく

ぼみl条と、 土壊状の落ち込み 2基であった。 図面作成時に必要な3mx3mの基準点を設定する(19日） 。

調査は各遺構の写真撮影、 土層断面囮及び、 平面図作成を行なった後、 地形測厘を行ない7 月29日終了し

た。

2. 調査成果

発見された遺構は、 溝跡1 条と浅い土墳状の落ち込み2基である。 これらはいずれも地山上で見つかっ

ている。 いずれの遣構からも遣物は出土しなかった。 以下、 概要を記述する。

SD 1163溝跡

調査区南側で発見した東西溝である。 S K1165と重複しており、 それより新しい。 規模は幅0. 67"-'1 . 02 

m、 深さ0 .28mである。 溝の両端は、 調査区外に延びているため、 11 .4mまでしか確認できなかった。 埋

土は上層より暗褐色土、 黒褐色土、 黄褐色土で陪中に地山土を含んでいる。 これらの層は木の根等で攪乱

を受けたしまりのない土であることから、 本溝跡は近世以降のものと考えられる。

SK 1164土塙

調査区東側で発見した。 平面形は楕円形をなし、 規模は長径1 .32m、 短径0.83m、 深さ8cmである。 底

面は平坦で、 壁は緩やかに立ち上がる。 埋土は2 層に分けられる。 黄褐色土を主体とし、 層中には酸化鉄

粒子、 地山プロックを含んでいる。

SK 1165土墳

調査区南側で発見した。 S D1163よって南側を失っている。 平面形は残存している所で見ると方形であ

る。 規模は東西0 .49m、 南北0.32m以上で、 深さは0 .21mである。 埋土は上層より黄褐色土、 赤褐色土、

褐色土である。 層中には焼土粒子、 炭化物を多批に含んでいる。

3. 小 結

1 .  調査の結果、 発見された造構は溝跡l条と、 土壊2基である。

2 .  これらの遺構の年代については、 出土遺物がないため不明である。
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III. 第14次調査

1. 調査区の位置

本調査区は、 多賀城廃寺の北東約200mの地点であり、 緩やかな丘陵北斜面に所在している。 本地点より

南側においては平坦面もみられるが、 北側は大小の谷が発達した複雑な地形となっている。

2. 調査に至る経緯と経過

本調査は、 高崎一丁目14 番lにおける資材置場建設に係るものである。 その予定地は建設中の都市計画

道路（史跡連絡線） に面しており、 同道路の建設計画では現地表を掘削して路面を造成することになって

いるため、 資材置場も路面と同じ高さに掘削して造成したいという意向であった。 対象地区周辺において

は、 平成4 年に北側隣接地で個人住宅建設にかかる緊急調査を実施しているが遺構・ 遣物は発見されてい

ない。 また、 西側隣接地においては平成5年度から都市計画道路（史跡連絡線） に係る調査を実施してお

り、 わずかに東西溝2条と土器埋設遺構を発見している。 このように、 当該地周辺における遠構の分布は

極めて希薄であると判断され、 第12次調査と並行して調査を実施することに決定した。

調査の経過は次のとおりである。

8.24 調査区の境界確認。 南端部に東西トレンチを設定し 、 重機にて表土剥離を行う 。 地山面上で東西

溝l条発見。 8.25 引き続き東西溝の検出作業。 8.26 東西溝の堆積土掘り下げ開始。 1 層から土器や瓦

出土。 8.29 東西溝の堆積土掘り下げ作業と並行してトレンチを北側に拡張。 8.30 東西溝堆積土掘り下

げ作業終了。 北側拡張部分の遺構検出作業を行うが遣構なし。 8.31 調査区写真撮影。 第12次調査区から

測砿の基準点を移動し、 20分の1 で平面図•断面図作成。 調査終了。

3. 発見した遺構と遺物

表土の下 は赤褐色のロ ー ム層

からなる地山である。 その層上

で溝跡1 条を発見した。

S Dl120は調査区のやや南側

で発見した溝跡である。 西側の

第12次調査区から続いており、

更に調査区外東側へ延びている。

第12次調査区分と合計すると東

西約37mにわたって検出したこ

とになる。 西半部は東で北に約

23度、 東半部は約55度偏してお

り、 大きく屈曲している。 上幅

約1.4m、 下幅約I.Omであり、

深さは0.16,......,0.39mである。 底
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第3図 遺構全体図
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番号 遺物名 特 徴 底径cm 丑録番号

I 土師器杯 ［外面l底部：手持ちヘラケズリ 、 ［内面l体部：ヘラミガキ、 黒色処理 R-4 

2 須恵器杯 【外面J体部：ロクロナデ、 底部：ヘラ切リ 、 ［内面）ロクロナデ (7. 8) R-5 

3 須恵器杯 ［外面l体部：ロクロナデ、 底部：ヘラ切り 、 ［内面lロクロナデ (5.4) R-6 

4 須器杯 ［外面J体部：ロクロナデ、 底部：ヘラ切り 、 ［内iliilロクロナデ (7. 4) R-8 

5 須恵器鉢 【外面J体部・底部：回転ヘラケズリ 、 ［内面Jロクロナデ (14. 3) R-9 

遺物名 技 法 分 類 特 徴 丑録番号

6 平瓦 桶巻き作り l A ー a類 【凹面J第 1 次布目ーナデー凸型台圧震、 ［凸面J縄叩き目→第 2 次布目ーナデ R-17 

7 平瓦 桶巻き作り IA-a類 【凹面）糸切り痕一第 1 次布目ーナデー凸型台圧撰、 ｛凸面）縄叩き目ーナデ R-16 

8 平瓦 一枚作り JIB ー●類 【凹面l布目ーナデ、 ［凸面l縄叩き目（つぷれぎみ） R-21 ， 平瓦 一枚作り 118-b凜 ［凹面l布目ーナデ、 ［凸面l縄叩き目（つぷれぎみ） R ー20

10 平瓦 一枚作り 11B-bば員 【凹面］布目ーナデ、 【凸面］縄叩き目（つぶれぎみ） R ー 19

11 平瓦 一枚作り llB-b類 【凹面J布目→凸型台圧痕ーナデ、 ［凸面J縄叩さ目（細かい •つぷれぎみ） R 一LS

12 平瓦 一枚作り llB-a 類 ［凹!Iii]凸型台圧痕→ナデ、 ［凸面J縄叩き目（細かい ・ つぶれぎみ） R-14 

13 平瓦 桶宅き作り [l!!l面］糸切り痕ー第 1 次布目•模骨圧痕ーナデ、 ［凸面］縄叩き目ーヨコナデ R-18 

第 4 図 S D1120第 1 層出土遺物
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面はほぼ平坦であり、 東側から西側へ向かってわずかに傾斜している。 比高差は約0.2mである。 堆積土は

2層に区分することができ、 1層は地山に類似した黄褐色砂質土、 2層はにぶい黄褐色砂質土である。

遠物は1層から土師器杯· 甕、 須恵器杯• 高台杯• 高杯・蓋•甕•瓶、 丸瓦、 平瓦、 羽口が出土してい

る。 いずれも破片で全体の知れるものはない。 土師器杯には底部破片資料が 4点ある。 第 4 図 l は非ロク

ロ調整の杯である。 底部はやや丸底気味であり、 摩滅しているため細部の観察が困難であるが砂粒の動き

が観察できることから手持ちヘラケズリを行っていると見られる。 体部から底部にかけては緩やかに移行

しており、 ロクロ調整を行っていない可能性が高い。 この他、 糸切り痕がわずかに残存しているものが1

点、 ロクロ調整後手持ちヘラケズリを施しているものが1点出土している。 土師器甕には口縁部破片資料

が2点ある。 その内の1点は、 口縁部が肥厚し、 体部との境に沈線が巡っている。 外面はヨコナデ調整、

内面はハケメ調整が施されている。 須恵器杯には底部破片資料が 3点ある。 いずれも、 ロクロからの切り

離しはヘラ切りである。 2 は底部外面に「X」のヘラ描きがある。 焼成前に施されたものである。 また、

口緑部破片資料の中には灯明皿として使用された痕跡をとどめているものが 1点ある。 須恵器甕には底部

破片資料が2点ある。 5は体部下端から底部全体が回転ヘラケズリ調整されているものである。 内面底部

が丁寧にロクロナデ調整されていることから鉢に近い形態と推定される。 瓦は、 丸瓦と平瓦が出土してお

り、 平瓦についてみると、 多賀城政庁第1期のもの(6·7·11 ・13) 、 第II期のもの(9·10) 、 第II期

か第 III期か判断が難しいもの (8 · 12) などがある。 羽口は破片が 2点出土している。 その内の 1点は外

面に赤褐色やオリープ色の溶解物が付着している。

4. 遺構の年代

S D1120から出土した土師器杯は非ロクロ調整のものとロクロ調整のものとがあり、 後者にはロクロ調

整後手持ヘラケズリを施したものがある。 甕はロクロ調整を行わないものである。 また、 須恵器杯はすべ

てヘラ切り無調整のものである。 赤焼き土器は出土していない。 このような土器群の特徴は白鳥良一氏の

「多賀城跡出土土器の変遷」（註）によるとB·C·D 群土器と分類されているものに認られる。 B 群土器

は8 世紀末頃、 D群土器は 9 世紀後半頃とされている。 瓦については、 多賀城政庁第II期ないし第 III期の

平瓦が最も新しいものである。 政庁第 1Il期は780年から869年までであり、 瓦が廃棄される状況を考えれば

9世紀後葉の年代が与えられよう。 S D1120溝l層出土資料はいずれも破片資料であり、 出土塁も少ない

ことから、 8世紀末から9世紀頃と幅をもたせて捉えざるをえない。 本溝跡の年代についてもおおよそそ

の頃と考えておきたい。

5. まとめ

1. 丘陵北斜面において溝跡を 1 条発見した。

2. 溝跡の年代は8世紀末から9世紀後半頃であり、 性格については不明である。

（註）白鳥良一「多賀城跡出土土器の変遷」「研究紀要」 VII 宮城限多賀城跡調査研究所 1980 
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IV . 第 15 次 調 査

1 .  調査にいた る経緯

本調査につい ては、 平成6 年 8 月 に塩釜中央不動産 よ り当該地 における宅地 造成計画 の提 示があり、 本

件 開発計画につい て協議を行った。 開発は盛土造成であるため地 下に影響 は及ばない と のこと であったが、

丸 山囲 古墳群 1 号墳 に隣接するこ と から、 確認調査が必要である旨 を回答 した。 その後、 塩釜中央不動産

よ り発掘調査の依頼があり、 調査の日程、 費用の調整等を行い 、 9 月 7日よ り調査を開始した。

2 .  調査経過

今回 の調査対象地 は、 第 10次調査区（ 現高崎中学校） の西側、 丸山囲古墳群 1 号墳 の南側の低丘陵上に位

置する。 調査に際し2 カ 所 のトレンチを設定し、 南 側をNo. 1 トレンチ、 北側をNo 2 トレンチと し た。 9 月

7日、 小雨 の降るなかNu 1 ト レ ンチから重機を使用して表土剥離を行う 。 その結果、 両ト レ ンチと も西半

分は現表土を除去 すると明黄褐色の地山 （岩盤 ） が現れた。 一 方、 東半 分では黒 色粘質土層が広 く 堆積し

てい たが、 こ の層からはビニ ール袋やガ ラ ス 瓶 などが出土してい ること から重機を用い てその除去にあた

る。 9 月 8 日から作業員 を導 入し

て遺構の検出 作業を開始 し、 検出

が終了 したものから写真撮影 を行

う ("'-' 9 月 12日） 。 9 月 12日、 本調

査区の北側にある古墳時代中期 の ® 
円墳 と いわれ る丸山囲 古墳群 1 号

墳 の周 溝を確認するためNu 2 ト レ

ンチの北西部を拡張したが、 古墳

に関連するよう な遺構、 遣物は発

見できなかった。 9 月 19日、 実 測

図作成のための基準点 を設置し、

翌 日 より、 20 分の1 のスケ ー ル で

実測 図の作成を行う 。 また、 発見

した遺構の年代を把握 するために

S K1168 土堀 を掘 り下げる ( 9 月

21 日 "'-'28日） 。 その間、 9 月 22日に

集中豪雨に見舞われたが、 9 月 28

日に調査の全 作業を終了 した。

3 .  発見遺構 と遺物

Na 1 ト レ ンチから竪穴住居跡2

棟、 土壊1基、 溝跡1 条、 Na 2 ト

l゚lllll l.U'l'I 

第 5 図 調査区位醤図
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レ ンチから多数のpitを発見 した。 すべて地山での検出である。 S K 1168以外は遺構の堆稜土を掘り下げて

いないため、 出土遣物は整理用天箱で3個にどど ま った。

＜竪穴住居跡＞

S I 1166 

No. l ト レンチ東側で発見した住居跡である。 上面での削平が著し く 、 中央から南辺にかけて堆積土が薄

く 残る程度であり、 それ以外は床面 と 周溝が露出していた。 東半部は後世の撹乱に よ り 大 き く 削り取られ

ていた。 それらが露出した部分の観察から本住居は数回の建て替えがあると みられる。 しかし上面での遺

構検出に留めたため、 古い時期の規模等については不明である。 ここでは比較的規模が判明 した新しい住

居について報告する。 住居の規模は南北5.2 .......,6.6m、 東西4.2 m以上である。 方向は西辺でみる と N - 7 °

- Eである。 南西隅で S K1168と 重複し 、 それより古い。 貼り床は褐灰色粘質土を主体と し、 径 1 ........,2 cm 

の小プロ ッ ク 状の明黄褐色土（地山） が混入している。 北半部で住居に伴うと見られる柱穴を6個検出し

ているが、 どの時期のものかは不明である。 周溝は幅0.28----Q. 3 m、 深さ約0.3mであると推察され、 北西

隅で一端途切れる。 カ マ ド は、 住居のやや南側の撹乱に壊された地点で炭化物と焼土が多星に混入する層

を検出しているこ とから、 その部分と考えられる。 遺物は堆積土から土師器甕、 須恵器杯• 高台付杯が出

土している（囮 3 ) 。

なお、 本住居の古い時期のものについては、 北半部において 3 時期の周溝を、 東半部の断面においても

3 時期の周溝と床面および焼土層を確認した。 いずれも本住居の床面に覆われている。 焼土層は本住居力

マ ドの下層で検出してたものである。本住居のものを含めると聞層を挟み 3 層確認でき、 その比高差は0. 37

mである。 これらのこ と から本住居については同位置で 3 回の建て替えが行われていた こ と がうかがえる

が、 詳細は明らかでない。

S I 1167 

S I 1166の東側で発見した住居跡である。 上面がほとんど削平されており、 周溝と床面が露出していた。

平面形は方形であり 、 規模は南北2. 7 m、 東西1 .3m以上である。 方向は西辺でみるとN - 4 ° - Wである。

灰色粘質土を貼 り 床としている。 周溝は幅o .1 s----o . 2mで、 南西隅は残存していない。 カ マ ドは今回の調査

区内では発見できなかった。

＜土 濃＞

S K  1168 

S I 1166の南西隅を壊して掘り込んでいる。 上幅は最大2 .62 m、 下幅は最大0.9m、 深さl . lmで、 底面

に凹凸は見られない。 埋め土は 4層に大別でき、 第 1層および第 2層から土師器杯・ 甕、 須恵器杯・甕・

瓶・ 瓦など多 く の遺物が出土している （図 4 ) 。

lrcm 
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番号 層 位 種 類 器 種 外 面 調 整 内 面 調 整 口 径 底 径 器 高 残 存
I 1 層 土師器 杯 体部ロクロナデ 底部回転糸切り ヘラ ミガキ後黒色処理 14.0 6.6 4.2 I 
2 l 層 土師器 甕 ロ ク ロナデ ロクロ ナ デ (Z0.4) 

1 層 土師器 甕 ロ ク ロナデ ロ ク ロナデ (22.0) 

� 1 層 須恵器 杯 体部ロクロナデ 底部回転糸切り ロ ク ロ ナデ (15.0) (7.0) (4.3) 1 / 2 

5 I /fl 須恵器 杯 体部0クロナデ 底部ヘラ切り ロクロナデ (14.0) (6.8) (4.0) 2 / 5  

1 層 須恵器 長頸瓶 ロクロナデ ロクロナデ 10.0 

7 1 層 須恵器 瓶 体部回転ヘラケズリ後ロクロナデ 底部回転ヘラ切り ロ ク ロナデ 5.2 

第8 図 S K  1168出土遺物

く ピ ッ ト群＞

No. 2 ト レ ンチ東側のやや緑色にグラ イ 化した岩盤上で28個検出した。 平面形はほとんどが円形あるいは

楕円形であ り 、 柱痕跡を確認できたものが2 個ある。 今回の調査区内では明らかにできなかーっ たが、 こ れ

らの ピ ッ ト 群が何らかの建物を構成する可能性も考えられる。

4. 遺構の年代

今 回の調査は確認調査であ り 、 基本的に遣構の堆積土は掘 り 下げていない。 ここでは唯一掘 り 下げた S

K1168およびそれよ り 古いS I 1166の年代について考えてみる。

S K1168から出土した遺物には、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕• 瓶、 瓦がある。 赤焼き 土器は含まれて

いない（註 1 ) u 土師器 は ほ と ん どがロ ク ロ を使用している 。 杯類について み る と 底部の切離 し技法が判別

できたものは、 土師器では回転糸切 り のものが 3点、 須恵器ではヘ ラ 切 り のものが1点、 回転糸切 り のも

のが 3点である。 いずれも再調整は認められない。 こ のような土器の組み合わせは、 白鳥良一氏による多

賀城跡出土土器の分類 （註 2 ) のうち 「C群土器」・ 「D群土器」 に分類されているものと類似している。

年代については「C群土器」が 9 世紀前半、「D 群土器」が9世紀後半とされていることから、 本土壊出土

の土器について も 概ね 9 世紀頃の年代が考えられる。 従っ て本土壊についてもその頃の年代と考えておき

たい。

S I 1166から出土した遺物には土師器甕、 須恵器杯 • 高台付杯がある。 遺描の推積土を掘 り 下げていな
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いため、 すべて検出時にその上面から出土したものである。 土師器甕は口縁部の破片で非ロクロ調整のも

のである。 須恵器杯についてみると 、 底部の切離 しがヘラ切り 無調整のものが6点、 回転糸切りのものが

l 点である。 後者については切離し後底部周縁に手持ちヘラケズ リ を施している。 高台付杯は回転ヘ ラケ

ズ リ 後高台を貼付したものである。 須恵器杯では切離 し 後手持ちヘラケズ リ を施すものは前途した多賀城

跡出土土器のうち「C群土器」に少足、「E群土器」・「 F群土器」 に若干存在する と さ れている。 本住居に

ついては「C群土器」 ・「D 群土器」 段階と見られるS K ll68よりも古いこ と 、 底部切離しがヘラ切り無調

整の杯が多いことなどからも「C群土器」に類似すると考えられる。 資料的には制約があるものの、 本住

居推積土から出土した 土器も概ね「C群土器」とみることができる。 また「C群土器」の年代が 9 世紀前

半 と さ れているこ と か ら、 本住居の構築年代についてはそれ以前と考えておきたい。

5 .  ま と め

1. 今回の調査では、 竪穴住居2 棟、 溝1 条、 土塙 1 基、 多数の小ピ ッ ト を発見した 。

2. 遣構の年代は、 S I 1166が 9 世紀以前、 S K 1168が 9 世紀頃 と 考えられる。 その他の遺構については

不明である。

（註 1 ) 本報告で言う赤焼き土器 と は、 宮城県多賀城跡調査研究所で須恵系土器 と呼ばれてい る も の と 同一のものである 。

（註 2 ) 白烏良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 宮城県多賀城跡調査研究所 『研究紀要VII」 1980

S I 1166住居跡 （東よ り）
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V .  第 16 次 調 査

1 .  調査区の位置 と地形

本調査区は、 多賀城廃寺の北東約2 50m 、 J R東北本線の南側に所在している。 ここは高崎丘陵の北斜面

であり、 西側から東側に向かって入り込む大きな谷の奥 ま っ た部分にあたる。

調査区の地形を細かく 見る と 、 北半部が緩斜面、 中央部が谷、 南半部が急斜面 と 大 き く 区分され、 起伏

に富んだ地 形 と な っ ている。 南半部については、 東側の一部に狭い平坦面 と 緩斜面もみられるが、 大部分

は北向きの急斜面であり、 裾部 との比高差は約 9 mである。 中央部は二つの谷 と それらに挟まれた幅 6 ,..,., 8 

mの狭い平坦面か ら な っ ている。 北側の谷は調査区の東側から続いているものであり、 南側の谷は調査区

西端部からはじ ま っ ているものである。 北半部は南側と西側へ広がる緩斜面である。 なお、 こ の緩斜面の

北端部は東北本線で分断されているが、 かつては小沢原遺跡の所在する浮島地区の丘陵に続いていた と 考

えられる。

2 .  調査に至る経緯

今回の調査は、 都市計画道路 （史跡連絡線）の代替地造成工事に係るものである。 本件については、 平

成6年10月2 5日付で多賀城市土地開発公社から教育委員会へ事前協議書が提出された。 開発計画によれば、

対象地区南半部の丘陵北斜面については部分的に削平するが、 その他の地点については盛り土し 、 既存の

住宅地の高さに合わせる、 というものであっ た。 対象地区は、 埋蔵文化財包蔵地 と して 高崎遺跡の範囲に

含 ま れるものの半分以上が急勾配の斜面や谷であり、 現況から判断する限り遺構の存在する可能性は低い

と いう予測がなされていたが、 遺構が発見された場合については南半部は事前調査、 その他の地点につい

ては確認調査を行う と いうこ と で発掘調査を実施する こ と と した。 その結果、 調査区全体から遣構が発見

されたが数が少な く 、 しかも開発計画では対象地区全体に大規模な盛り土を行うこ と になっているため、

現在の環境 とは大き く 変わるこ と が予想された。 よって、 6月2 8 日 にすべて事前調査で対応するこ と に調

査方法を変更した。

現地は全体が山林 と な っ ているため、 それらの伐採と対象地区外への搬出を待ち 、 6月1 9 日から調査を

開始した。

3 .  調査方法 と 調査経過

前述のように、 本調査区は起伏に富んだ地形と なっ ている。 以下、 便宜的に北半部の緩斜面をA区、 中

央部の谷と 南半部の丘陵斜面をB 区と して記述する。

A 区については全体にわたって表土を剥離 し、 遺構検出作業を行うこ と と した。 一方、 B 区については

南半部の急傾斜面にNo. 1 ---- 4 ト レンチ 、 南半部東側の平坦面にNo. 5 ト レンチ 、 中央部の狭い平坦面にNo. 7 

ト レンチを それぞれ設定 し、 遺構が存在した場合その範囲についてのみ拡張 してい く 方法を採った。 遺構

の実測方法は、 遺構の分布が希薄であることおよ び急斜面が存在する こ と な どを考慮 し、 1 /100のスケー

ルによる平板実測 と 1 /20のスケールに よ る遣り方実測を併用 した。 いずれの方法においても実測基準線は

国土座標の方位に合わせている。
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調査の経過 に つ い て は以下の と お り であ る 。

6.19 器材搬入。 B 区No. 1 - 5 ト レ ン チ設定。 作業員に よ り
No. 1 � 3 ト レンチの表土剥離。

6.20 前日の作業続行。

6.21 雨のため、重機に よ り No. 3 - 5 ト レンチの表土剥離。No. 5
ト レ ンチにおいて東西溝 2 条、 南北溝 1 条発見。 A区表土
剥離開始 (�6 .28)。

6.22 A区南東隅において竪穴住居 1 棟発見。

6.23 No. 5 ト レンチの南北溝周辺を拡張。No. 7 ト レンチを設定
し、 表土剥離開始 (�6 .29) 。

6.26 枷 7 ト レンチ北側と南側の沢を一部 掘削。北側の沢は浅
く 、 表土下で灰白色火山灰プロ ッ ク を確認。

6.28 各 ト レンチの遺構検出作業が一応終了。 この時点で箪前
調査で対応する こ と に決定。

6.29 No. 7 ト レンチ北端部において S D1180を覆う 沢の堆積土
を掘り上げる。

6.30 S Dll80一部断ち割り 。実測図作成のため基準点設定。

7. 6 S E1183完掘。 重機によ る表土剥離終了。

7. 7 S Dl181・1182堆積土掘 り 下げ開始。ペンチマーク移動。

No. 7 ト レ ンチ西端部表土除去。 S K1175堆積土 1 層を掘り
下げ、 焼土 ・ 炭化物層を検出。

7.10 SD1181・1182堆積土掘 り上げ終了。 S Dll81東端部で
それよ り 古い溝と土壊状の落ち込みを検出（後に風倒木と
判明） 。 S E1183断面図作成。

7.12 S D 1181 ・ 1182写真撮影。

7.13 SD1180検出作業。

7.14 S DUSO堆積土掘り下げ (� 7 . 17)。

7.17 No. 5 ト レンチ一部表土剥離。

7.18 S E1183セ ク シ ョ ンベルト除去。 写真撮影。

7.19 S K1175堆積土掘り上げ。

7.20 S I 1173堆積土掘り下げ開始。

4 .  層 序

7.21 B区東半部の消掃、 写真撮影。 S Kl176 · S  D1184堆積
土掘り下げ開始。

7.24 S Dl178-1182平面図作成 (100分の l ) 。 S D1181 ・

1182レベル計測。

7.25 S Dl179と SD1180の関係を見るため一部拡張。 一 連の
遺構であ る こ と を確認。

7.26 No l - 4 ト レンチ第Ill層掘り下げ。 No 1 · 2 ト レンチ平
面屈作成。

7.27 S I 1173堆積土断面図作成。

7.28 空中写真撮影。 S E 1183北側の竪穴状の落ち込みを掘り
下げる。 すべて近代以降の も の と判明。 B区束半部レベル
計測。

7.31 S I 1173セ ク シ ョ ンペルト除去。周溝堆積土を掘り下げ
る。 S Kl175周辺を拡張。

8. 1 A区南端部の谷の推積土掘り下げる (- 8 . 2) 
8. 2 S E 1183東側の田b層下よ り 灰白色火山灰プロックを検

出。

8. 4 お盆休みに備えて現場封鎖。

8. 5 お盆休み (-16) 。

8.17 S 1 1173遺物出土状況写真撮影。 S E1183石敷き を清掃
し、 写真撮影。

8.18 S I 1173カマ ド周辺精査。 S K1174·1177堆積土掘 り 上
げて断面図作成。

8.21 S I 1173主柱穴検出作業、 発見できず。

8.22 S I 1173遺物取り 上げ。

8.23 S I 1173の北でS B1171 ・ 1172を発見。

8.24 S I 1173、 S B1171 ・ 1172平面図作成。

8.25 S 1 1173、 S B1171 ・ nn断面図作成。

8.28 S B1171・1172の柱穴断面図作成後、埋土を掘り上げる。

調査終了。

A 区は表土の下が直接地山に な っ て い る 。 一方、 B 区では丘陵頂部に近い南東 隅 と 丘陵の裾 に あ た る 中

央部において堆積層が認め られた （第22固、 図版 2 右下参照）。

I 層 現在の表土であ る 。

II 層 調査区南東隅に分布す る褐色 (lOY R4/6) 砂質土であ る 。 III層の上に直接堆積 し てお り 、

厚 さ は約 8 cmで あ る 。 西側から東側へわずかに傾斜 し て い る 。 S D1180は本層上面か ら 掘

り 込ん で い る 。

III a 層 調査区南東隅に分布する暗褐色 (lOY R3/4) 砂質土であ る。 地山の上に直接堆積 し て お り 、

II層 に 直接覆われて い る 。 厚 さ は15.......,30cmで あ る 。 10世紀以降の土器片が混入 し て い る 。

ill b 層 調査区中央部の斜面裾部に分布する暗褐色 (lOY R3/3) 砂質土であ る 。 現代の盛土の下で

確認した も のであ り 、 地山の上に直接堆積 し て い る 。 上面に は褐色土小粒が多 く 混入 し て

い る がそれ以外は均質 で あ る 。 部分的な断面観察に よ る と地山面に堆積 し た10世紀前半の

灰白色火山灰プロ ッ ク を直接覆 っ て い る 。 厚 さ は約25cmで あ る 。

IV層 調査区南東隅に分布する 黄褐色 (lOY RS/4) 土であ る 。 地山の漸移層か と 考 え ら れ る 。

III a 層 と III b 層 に は直接的お よ び間接的重な り が認め ら れない。 し か し、 いずれも 地山直上に堆積 し て
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いること 、 土性と 色調が類似しているこ と 、 III b層上面に混入している褐色土が II層に類似しているこ と

な ど から両者は層位的に対応関係にある可能性が高いと考えられる。 10世紀以降の旧表 土 と 見ておきたい。

また、 谷の堆積層の状況を知るため、 北の谷 ( A 区 と B 区のほぼ中間） を部分的に掘り下げた と こ ろ 、

現在の表土の下に10世紀前半に降下したと される灰白色火山灰の小プロックを含む亜泥炭層があり、 その

下は岩盤であっ た。 A区南端部においては谷の立ち上がりが認められ、 地 山 プロ ッ ク を含む黄褐色砂質土

が堆稜していた。 一方、 南の谷については約7. 5mにわたって堆積層の断面観察を行った。 底面には、 地山

の崩壊土やそれらを多 く 含む厚い層があり、 南北両壁方向から中央部に向かって傾斜して堆積している。

中央部よりやや北壁に近い と こ ろではその上に灰白色火山灰の二次堆稜層があり、 それを扶るように灰白

色火山灰の小プロ ッ ク を含む亜泥炭層が堆積している （第2 7図参照） 。

5. 発見 し た遺構と遺物

今回の調査で発見した遺構は、 古代の掘立柱建物2 棟、 竪穴住居l 棟、 土壊 3 基、 溝 6 条、 近代の井戸

1 基、 年代不明の土壊 2 基である。 以下、 地 区 ご と に説明する。

A 区

(1 ) S B11 71 掘立柱建物跡

S B11 71 は中央部東壁際の地山上で発見した掘立柱建物跡である （第l l•12 図） 。 調査区外東側へ延びて

いるため、 東西柱列、 南北柱列 とも2 間分確認したにすぎない。 検出した 5 個の柱穴の内 4 個の柱穴で柱

痕跡を確認 している。 東西柱列西 よ り 2 間 目の柱穴では柱切り取り穴を確認 し て い る 。 S B1172 と 重複し

ているが、 柱穴の直接的な切り合いがないため新旧関係は不明である。 本建物の方向は、 南北柱列で見る

と北で2 6度59分東へ偏しており、 東西柱列で見る と 東で2 8度32 分南へ偏している。 柱間は、 南北柱列が南

より約2 . l m 、 2. 45mであり 、 東西柱列が西より約1 .7m、 2 .07mである。 柱穴の平面形は、 東西柱列中央

のものが円形であるほかは長方形を基調としている。 規模は、 大き なもので長辺70cm、 短辺55cm、 小さな

もので長辺55C m、 短辺50cmである。 柱は、 柱痕跡より径1 6....._,19cmである。 南北柱列の南から1 間 目 と 2

間 目 および東西柱列の西から 2 間 目の柱穴では柱痕跡が柱穴底面に接しているが、 東西柱列の西から1 間

目の柱穴では底面から約1 0cm上の位置にある。 掘り方埋土は、 南北柱列の南から1 間 目 と 2 間 目 および東

西柱列の西から2 間 目 の柱穴は単層あるいは一方向から斜めに堆積しているが、 東西柱列の西から 1 間 目

の柱穴は互層になっ ている。 南北柱列の底面 レベルを比較する と 、 南端部の柱穴はそれより2 間 目の柱穴

より0. 4m低い。 遺物は、 東西柱列西より2 間 目 の柱穴の掘り方埋土から土師器杯と須恵器甕の体部破片が

それぞれ1点、 切り取り穴から須恵器瓶の体部破片が1点出土している。 いずれも特徴的な部分がないた

め年代は不明である。

(2 ) S B 11 72 掘立柱建物跡

S B1 172 は桁行 3 間、 梁行l 間の掘立柱建物跡である（第11 .-...,1 3図） 。 中央部東壁付近の地山面で発見し

た。 柱穴はすべて検出 しており、 南側柱列西より1 間 目 の柱穴をのぞ く すべての柱穴で柱痕跡を確認して

いる。 ま た、 北側柱列東端および東から1 間 目の柱穴で柱切り取り穴を確認している。 本建物の方向は、

北側柱列で見る と東で2 1度 6 分南へ、 南側柱列で見る と 東で2 3度45分南へ偏している。 ま た、 東妻で見る

と 北で2 3度35分東へ、 西妻で見ると北で22 度45分東へ偏している。 桁行については、 北側柱列で総長5.08
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m、 柱間は西から1 . 62 m、

1 . 66m、 1 .85mであり、 南

側柱列で総長5. Q2 m、 柱間

は西から約1 . 1m、 約2 . 5m

(2 間分で3 . 56m) 、 1 . 47m

C 
i-L=ll.40m 

，
 C

T
 

方埋土

D 
i-L=ll.40m 

ヽD
T
 

である。 梁行については、 掘 り
埋土

東妻で3. 80m、 西妻で3 . 57

mである。 柱穴の平面形は、
゜ 2 m  

楕円形に近い形状の も の も 第13図 S B 1171柱穴断面図

あるが多く は長方形を基調 と している。 規模は、 大 き い も ので長辺50cm、 短辺40cm、 小さいも ので長辺30

cm、 短辺2 5cmである。 柱は、 柱痕跡より径16cmである。 掘り方埋土はすべて単層である。 柱穴の底面 レベ

ルを比較すると 、 北側柱列は西端が東端より約1 5cm低 く 、 東妻は南端が北端より約20cm低い。 なお、 東妻

で柱筋上に2 個の小柱穴を発見した。 柱痕跡を確認していないため、 その中心に柱位置を想定すると 、 両

者の柱間は約1 .6mであり、 両側柱列 と の柱間はいず れ も 約1. lmである。 遺物は、 掘り方埋土から須恵器

杯 と ロク ロ調整を施した土師器甕の口縁部破片が各 l点出士している。

(3) S I 11 73竪穴住居跡

S I 1 173は南半部の地山面で発見した竪穴住居跡である （第11・1 4図） 。 南西隅は床面まで削平されてい

るが、 それ以外は残存状態が良好であり、 カ マ ド 、 カ マ ド前方溝、 周溝、 外延溝などの施設を検出した。

平面形は東西にやや長い長方形であり 、 規模は長辺2 . 90,.....,2.97m、 短辺2.45,..._,2.50mである。 壁高は北東

隅で36cmである。

カ マ ド ： 東壁中央にあり、 左右の側壁および煙道の一部が残存している。 側壁の外側で計る と90,..._,95cm、

内側で計ると 45,..._,socmであり、 高さはわずか14cmを残すのみである。 側壁はにぶい黄橙色土を貼り付けて

構築しており、 焚き 口に近い部分では石を詰め込んでいる部分 も ある。 なお、 東辺の周溝は北側壁の下ま

でのびており、 カ マ ド は周溝掘削後に構築されたこと が明らかである。

カ マ ド 前方溝 ： 北壁の周溝から南壁の周溝にかけて延びる南北溝である。 カ マ ド 前方で西側に膨らむよう

に緩やかに湾曲しており、 規模は幅9,.....,15cm、 深さ 3 � 5cmである。 底面は北側から南側に傾斜しており、

比高差は16cmである。 本溝は 4 b層に翌われている。

周 溝 ： 東辺のカ マ ド およびその南側をのぞ く 各壁直下に設けられており、 南壁の周溝は本住居南東隅で外

延溝に連結している。 規模は、 東・ 西・ 北辺では幅約15cmであるが、 南辺では南東隅にむかって次第 に幅

が広 く なっており、 2 7cmになっている。 各隅の底面レベルを比較する と 、 北東・北西隅より南東 ・ 南西隅

が約1 5cm低 く なっている。

外延溝 ： 住居南東隅から谷にかけて南北3.3mにわたって検出した。 規摸は、 幅20,..._,30cm、 深さは1 0,..._,20cm

である。 底面は谷に向かって傾斜しており、 住居南東隅 と 谷に接する部分と の比高差は40cmである。

堆積土 ： 7層に細分する こ と ができ る。 4 a層は焼土を多量に含むカマ ド内堆積土である。 4 b層は カ マ

ドの前方と 側壁北側にのみ分布している炭化物層であり、 床面上に直接堆積している こ と から住居機能時

に形成された も の と 見られる。 3 a層は 4 a層上に直接堆積しており、 カ マ ドの崩壊土 と 見られる。 1

2 a ·2 b · 3 b層は住居廃絶後の堆積層 と 考えられる （第 15図） 。
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遺物の出土 状況 ： 遺物は 土師 器杯 • 高台杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・ 蓋 ・ 甕 •瓶、 灰釉陶器碗、 平瓦、 丸瓦、 羽口 、

ス ラ グ、 砥石が出 土している（ 表1 )。 その内、 カ マ ド およびその周辺から完 形もし く はそれに近 い 状態 の

土師 器杯 7 点 と土師 器甕が出土している 。 カ マ ド崩壊土 ( 3 a 層） から出土したものとカ マ ド 内堆和土( 4

� I
W2

4 

J

w21 

• 一

� S K1174 

A
 

A' 

S Kll85 

N198 

S I 1173 ゜

。 2 m  

第14図 S I 1173、 S K 1174 • 1185平面図
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図示していない遺物
地 4 砥石 （カマ ド前方溝埋土上面）
No.10 土師器杯 (No.13の上）
No.11 土師器杯 ( 2 a陪）
No.12 土師器杯 （カマ ド前方溝埋土上面）
No.15 土師器甕 ( 4 a 層上面）

第16図 S D 1173遺物出土状況

A' S I 1173 
調 上質 特 復

I にぷい黄渇色OOYR6/4) 砂質土 地山拉を含む
2 a にぷい費褐色OOYR6/4) 砂質土 地山粒を多 く含む
2 b にぶい貴褐色OOY R 6 / 4 ) 砂質土 地山粒を多く含む
J a にぶい黄褐色OOYR6/4) 砂質土 火土や炭化物を少量含む

3 b  にぷい貿褐色OOYR 5 / 0 g質地 浪入物なし、 し ま り な し

4 a にぶい貿褐色UOYR 6 / 4 ) 砂費土 焼土を多位に含む

4 b 褐色 (IOY R/ 1 )  砂土 炭化物を
し

多黛に含む、 し
ま り な

① にぶい黄褐色(IOY R 6/ 4) 砂閃土 地山粒を含む

S K  1185 

Iにぶい黄：色 (IO�R 6 / 4 )I砂:±1地山細：を含む
徴

北の谷
色 調

黄褐色 (IOY R 5 / 6 )  砂�-±,地山プ�ク ・ ,j'!を含む

。 2 m  

1 w21 

Nり
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a 層）上面から出土したものが接合して1点、 カ マ ド内堆積土( 4 a 層）から1点、 カ マ ド脇の炭化物層

( 4  b 層）上面から 2点、 カ マ ド前方溝堆校土上面から 2点、 周溝堆積土上面から 1点それぞれ出土して

いる。 また、 土師器甕はカ マ ド内堆積土( 4 a 層）およびその上面から出土している （第1 6·1 7図、 表 1 ) 。

これらは出土層位が異なるが、 ①平面的な分布状況、 ② カ マ ド崩壊土やそれを多く 含む層(2 a 層）に直

接覆われるという層位的関係から、 周溝およびカマ ド前方溝の埋没から カ マ ド 崩壊までの時間幅の中にお

�� 
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第17図 S I 1173出土遺物



S I 1173出土遺物観察表
寧疇疇 ,. 呪9名

I 土師覇 ・ 杯

2 土師器 ・ 朽

3 土師闊 . ff 

• 土師器 ・ 杯

5 土師器 ・ 杯

6 五器 ・ 杯

1 ±餡i覇 ・ 杯

8 灰釉陶闘 · 躙， 土師器 ・ 甕

10 m恵認 • 甕
,., ... £ 

11 平瓦
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表 1 S I 1173出土遺物集計表

駅'"•1m.
No. 2 
Na7 

Na s 

11<> 6  

Na3 

心8 · 9

lll!り上1
1h13 

N<> l ・ 16

器 種 部 位 成 形 ・ 調 整 1 層 2 層 3 ● 層 ..t
4 ● 層面 4 ● 層 上

4 b 層面 4 b層 構
カ

築マ土ド カ
溝マ十

ド
蔚�ffij万 渇

土上

溝埋
面 局

埋
溝
土

土師器 ・ 杯 口縁部 3 11 ゜ ゜ 6 ゜ I ゜ ゜ ゜ 3 
II 体部 8 21 ゜ ゜ 6 ゜ 2 ゜ ゜ ゜ ， 
II 底部 糸切り 4 5 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ l ゜ 1 
II II 糸切り一回転ヘラケズリ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜” II 糸切り一手持ちヘラケズリ
I/ ロ・体碁 摩滅 2 17 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

II ロ～底 糸切り ゜ ゜ 豪1 棗1 I 2 ゜ ゜ 2 J ゜” II 再調整 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

（小計） 17 55 ） 1 13 2 3 ゜ 3 I 13 
土師器 • 高台杯 底部 ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜

土師器 ・ 甕 口縁部 ロ ク ロ 2 I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ 1 ” II 非 ロ ク ロ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜” II 摩滅 I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

II 体部 0 ク ロ ゜ I ゜ ゜ 4 ゜ l ゜ ゜ 1 ゜” ロ ク ローヘラケズリ ゜ I ゜ 1 I ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜” ヘラケズリ 5 ， I ゜ 7 ゜ 2 ゜ ゜ ゜ I ” 摩滅 3 20 ゜ ゜ 2 ゜ 3 ゜ ゜ ゜ I ” 底部 不明 · 摩滅 7 ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I 
（小計） 19 32 1 I 15 ゜ 7 I ゜ I 4 

須恵器 ・ 杯 口縁邸 I 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
II 体部 2 2 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
II 底郡 ヘラ切り ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

（小計） 3 3 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

須恵器 ・ 壺 体部 ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

須恵器 · 甕 口縁部 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
II 体部 ゜ 5 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

II 底郎 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

須恵器 ・ 瓶 口縁部 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
II 体部 I 2 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I ” 底部 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

灰釉陶器 ・ 競 口縁部 〇 l 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
II 底部 ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

平瓦 ゜ l ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

丸瓦 ゜ 2 ゜ *I I ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜

瓦 （その他） ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ l ゜ ゜

羽口 ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

ス ラ グ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

砥 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜

合計 40 105 2 4 29 2 1 1  l 5 2 18 

~重--
Rー 2

R- 1 
R - 4 

R- S 

R- 3 
R - 6 

Rー 7

R -19 
Rー21

R ー23

R-66 
R 38 
R- 62 
R -37 

、�,負.. 響·-

図版 3 - 1

図版 3 - 2

図阪 3 - 心

床直 上面外延溝 合 計

゜ ゜ 24 
I ゜ 41 
I ゜ 12 
゜ 1 l 

゜ ゜ 19 
゜ ゜ 8 
゜ ゜ ゜

2 I 112 
゜ ゜ 2 
゜ ゜ 5 
゜ ゜ 1 
゜ ゜ 1 
゜ ゜ 7 
゜ ゜ 4 

゜ ゜ 25 
゜ ゜ 29 
゜ ゜ ， 
゜ ゜ 83 
〇 〇 l 
゜ ゜ 4 

゜ ゜ l 
゜ ゜

゜ ゜ l 
〇 l l 
゜ ゜ 5 
゜ ゜ ゜

〇 〇 〇
゜ ゜ 4 

゜ ゜ ゜

〇 〇 I 
゜ ゜ 1 
゜ ゜ 2 

*3 ゜ 8 
゜ ゜ I 
゜ ゜ l 
゜ ゜ l 
゜ ゜ 1 
5 2 226 

（＊・一三ば接合関係を示す）

さまるものと考えられ、
一括性のある資料と理解することがで き る。 完形品及びそれに近いという遺存状

態もそれを裏付けるもの と 見ること ができ よ う （註 1 ) 。

(4) S K1174土塙

S K1174は南半部の地山面で発見 した土壊である （第14図） 。 平面形は一部角ばっているがおおよそ楕円

形であり、 壁はほぼ垂直である。 規模は、 長径0 . 5m 、 短径0.4m、 深さ0. 3mである。 遺物は、 土師器小型

甕が出土している（第18図） 。 口縁部から体部にかけての破片であり 、 直接接合しないが周辺の第 I層から

出土した底部破片 とは器形、 器厚、 胎土、 色調などから同一個体の可能性が高い。 口縁部から体部にかけ

て内外面をロクロ調整している。 第I層出土の底部破片は外面底部から体部下端にかけて手持ちヘラケズ

リ を施 しており、 ロ ク ロからの切り離しは回転糸切りである。 口縁部から体部にかけての破片が土壊内か
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二 遺 物 名 ,��, [外面） 口緑 ・ 体：: ロクロナデ、 底：回転糸切り一手持
土師器 ・ 甕 埋土 ちヘラケズ＇}

［内面） ロ ク ロ ナ デ

径I器

Rー12

。 10叩

第18図 S K  1174出土遺物

ら出土し、 その底 部と見られる破片が第 I 層より出土し ていることから、 倒位あるいは横位 の状態 で土壊

内にあったことが推 定され る。

(5) S K1185土壊

S K1185 は南 半部の地山面で発見した土壊である（ 第14•16 固 ） 。 平面形は南 北に長い溝 状であり、 不整

形である。 底面は北半部よ り南 半部が深く なっており、 その境目 は段 になっている。 壁は概ね緩やかに立

ち 上がっている。 規模は、 長軸2 .3m、 短軸o.z.......,o.6m、 深さ O .lm である。 本土壊の方向 は、 長軸 方 向 で

計 ると北で約 28 度西に偏している。 遺物は、 土師 器杯 ・ 甕、 鉄滓が出土している。 土師 器杯 は底 部破片が

3 点あり、 回転糸切り無 調整 のものと回転ヘラ ケ ズ リ を施したものが各 1 点ある。 甕は口縁部破片が1 点

あり、 ロ クロ 調 整 を施したものである。

(6) S K1177土壊

S K1177は中央 部東壁際の地山面で発見した土壊である（ 第 10図）。 平面形は長方形であり、 南北に長い。

璧 は、 南辺が緩やかであるがその他 は急に立ち上がっている。 底 面は平坦である。 規模は、 長辺2.0m、 短

辺0.55.......,0 .7m、 深さ0 .2.......,0.25mである。 堆積土は地山と近似 した浅黄 色砂質土である。 遣物は出土して

いない。

(7) S Dl181 溝跡

S D l181は北半部の地 山面で発見した東西溝である（ 第1 0図 ） 。 調査区東璧 付 近 において風倒木痕と重複

しており、 それ よ り新しい。 両端とも調査区外へ延び ており、 確認した長さは約 20m である。 調査区東壁

付 近 でやや南側に湾曲しているがそれ以外は直 線的 に延びており、 方 向 は直 線的な部分でみると東で約14

度南 に偏している。 幅 は0 .8.......,1 .Zm であり、 深さは1 3.......,47cmである。 底 面は東側から西側に向 かって傾 斜

し ており、 比高差は約3 .4mである。 遺物は1 層から土師 器甕、 須恵器甕、 赤 焼き土器杯が出土している。

(8) S D  118 2 溝跡

S Dl182 は中央 部の地山面で発見し た東西溝である（ 第 1 0 図 ） 。 両端とも調査区外へ延びており、 確認 し

た長さは約 3Qm である。 直 線的 に延びており、 方向 は東で約 7 度北に偏している。 幅 は0 .7.......,1. Zmであり、

深さは6 ""'-'59cm である。 底 面は東側から西側に向かって傾 斜しており、 比高差は約4.5mである。

遺物は1 層から須恵 器杯、 赤 焼き土器高台杯が出土し ている。 須恵 器杯 は底 部が回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整さ

れ たものである。

B 区

(1) S K1176土壊
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S Kll76は南 東部の地 山面で発見した土壊である（ 第 21 図） 。 地 山の石に接して掘り込まれており、 その

部分を除く と、 平面形は概ね 楕円形である。壁 は緩やかに立ち 上がっている。規模は、長 径1.2m、 短径 0 .5........ 0.6 

m、 深さ0.3m である。 堆栢土はにぶ い黄褐色土の単層である。 本土堀 は、 表上を剥離した時点で既に遺物

の一 部が露出しており、 上面は削 平を受 けている可能性 ある。 遺物は、 土師 器高台杯、 赤 焼き土器杯 • 高

台杯、 丸瓦が出土している。 土師 器高台杯は床面上から、 その他 はそれよ りやや浮 いた状態 で出土してい

るが、 時期差 を示 すものとは見られない。 赤 焼き土器高台杯は細かく 割 れて出土したため接合しないがほ

ぼ一個体分であり、 赤 焼き土器杯 は口縁部が約 3 分の 1 欠損している。 土師 器高台杯 は内外面とも器表が

剥 落 しているが完 形である。

(2) S Kll75土塙

S Kll75 は西半 部北斜面の地 山面で発見し

た土壊である（ 第19 図） 。 西側が削 平を受けて

いる。 平面形はおおよ そ長 方 形であり、 隅 は

丸 く なっている。 壁 は垂 直 に立ち 上がってお

り、 底 面は平坦 である。 南 • 北 ・ 東辺の壁 と

底 面の一 部が焼けて硬化し、 赤 色に変化して

いる。 底 面付近には炭化物層や炭化物を多 く

含む 層があり、 その上に地山 プ ロ ッ クを多 く

含む 層が厚 く 堆積している。 規模は長辺約1 . 0

m、 短径 0 .55m�0.65m、 深さは最 も深い東辺付近で0.24mである。

( 3 ) S D1184溝跡

焼面

A A' 
I-- L =12.60m ---l 

7 ーN612 、冒冒鵬
4

 

|
WZ

 

O
I

 
朽

第19図 S K  1175平面図 • 断面図

S Dll84 は東端部の地 山面で発見した南北溝である（ 第1 0固） 。 おおよ そ等高線に直交するよ う に延びて

ミニ�
� 

゜

声、ロ'�} ' ' 4  

亡二f. 5 ニ- 6 
。 10cm 

10cm 

番号 遺 物 名 遺構 ・ 層位 特 徴 口 径 底 径 器 高 登録番号
1 赤焼き土器• 高台杯 S 0ll84 · l /fl  ［外i!ii] 口 紐 ・ 体部 ； ロクロナデ、 底部 ： 糸切り→ロクロナデ (19.9) (9.6) (6.6) R-10 （内面J ロ ク ロ ナ デ

赤焼き土器 ・ 杯 $01184• l 層 ［外面1 口緑・体部： 0 ク ロ ナ デ、 ［内面J ロ ク ロナデ (14.2) (4.8) (2. 7} R-11 
赤焼き土器 ・ 甕 S 01184 · 1 層 （外面］ ロ ク 0 ナデ、 （内面） ロクロナデ R-51 
遺物名 遺構. II位 技 法 分 類 特 徴 登録番号

4 軒丸瓦 SDl180 · 1 層 重弁蓮華文 R-35 
平瓦 S Dll80 · 1 層 一 枚作り ll B類 ［凹面）布目→軽いナデ、 ［凸面） 縄叩き目 （つぷれぎみ） R- 65 
平瓦 SD1180• I 層 桶巻き作り I A-b類 ［凹面］ 第 1 次布目ーナデー凸型台圧痕、 ［凸面】 第2次布目→凸型台圧板 R-60 

第20図 S D 118.4 • 1180出土遺物

25 



い る。 平面的 な形態は、 北半 部は 直 線的 であるが南半 部は 西側に緩やか に湾曲 してい る。 壁は緩やか に立

ち 上がっているが、 底 面は 南側から北側に向か って大 きく 傾斜しており、 北端部と 南端部と では約1 .9m の

比 高差がある。 規模は、 南北11 .7m、 幅 0 .8----l. 3m、 深さ O .l----0. 3 m である。 堆栢土は にぶ い黄褐色砂質

土を主体と している。 遣物は、 1 層か ら土師 器杯、 須恵 器杯 ・ 蓋 ・ 甕、 赤 焼き土器杯 • 高台杯 ・ 甕が出土

している（第 2 0固） 。 土師 器杯 は い ずれも体 部の破片 である。 須恵 器杯 は ロ ク ロ か らの切 り離しがヘラ 切 り

のものが1 点出土している。

Nl42 

A
 

Nl38 

Nl32- 。

J6 E↓ 00 Eし
第21図 B 区南東隅の遺構
A 1--L=20.10m 

E ー2 E ． ー8 

＂
 

，
 ー・ー -

A
' 

(4) S Dll80溝跡

S Dll80は 東半 部で発見した南北溝

である（第1 0•21 · 2 2 図） 。 大 部分は 地

山 面において確認しているが、 旧 表土 0 

が残存してい る調査区南端部におい て

は第 I I 層上面か ら掘り込んでいること

を確認してい る。 南北両 端と も調査区

外へ延び ており、 確認できたのは水平

距離で約4 3m である。 方向は 北で約1 0

度西に偏している。 幅 は 0.4 "-' 0.7m で 第22図 S D 1180断面図

あり、 深さは約1.0cmである。 底面は 南側か ら北側に向かって大きく 傾斜しており、 比高差は約8.3mであ

る。 遺物は須 恵 器瓶、 転 用硯 （ 図版 3 -6) 、 軒丸瓦（第 20図4 ) 、 平瓦などが出 土してい る。 転 用硯は須

恵 器甕 の体 部破片 を利 用したものである。

(5) S D  ll79 溝跡

S D ll79 は 南東部の地 山面で発見し た東西溝である（第21 図） 。 西側がS Dll80の東壁にほ ぼ 直角 に連 結

している。 一 方、 東側は 調査区外へ延びており、 確認できたのは15m である。 方向は 東で約ll度北に偏し
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層位 色 調 土質 特
褐色 (IOY R 4 I 4 )  砂土 し ま り な し

II 贄褐色 OOYR 5 / 8 )  砂土
褐色 (IOY R 4 / 6 ) 砂質土

111 暗褐色 OOY R 3 / 4 ) 砂土 混入物ほとんどなし。 均質
IV 褐色 C10Y R 4 / 4 ) 砂質土 地山プロ ッ ク を 多 く 含む
I 褐色 (JOY R 4 / 4 )  砂質土 浪入物ほ とんどなし

褐色 OOY R 4 / 4 ) 砂土 地山プロック （大小） を 多 く 含 む
にぷい賃褐色 (IOY R 4 / 3 ) 砂質土 地山細粒を含む。 堅く し ま る



て い る 。 幅は0 . 7.....__1 .2mであ り 、 深さ 約25cmであ る 。 底面は西側から東側に向 か っ て傾斜 し て お り 、 比高

差は約1 .5mである。 遺物は土師器甕、 須恵器甕、 赤焼き 土器高台杯が出土 し て い る 。

(6) S D l178溝跡

S D l178は南東部の地山面で発見 した東西溝である （第21図） 。 途中地山の石で分断さ れ て い る部分 も あ

る が1 1 . 2 m に わ た っ て検 出 し た 。 方向は東で約14度北に偏 し て い る 。 幅は0.4......,0 . 7mであ り 、 深さ は 最 も

深い と こ ろ で も 約10cmで あ る 。 底面は西側 か ら 東側に向かって傾斜 し て お り 、 比高差は約2 . 5mであ る 。 迫

物は出上 し て い な い。
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(7) S E  1183井戸跡

S E11 83は西半部の平坦面で発

見した近代の井戸跡である （ 第 23

固） 。位置的には南側の谷の最も奥

まった地点にあたり、 北斜面に接

して掘削されている。 構造的には

地山を掘り凹めただけの素掘りの

井戸であり、
一段深い桝状の施設

を備えている。 東側には上下 2 段

のテラ スがあり、 上段テラスの北

辺に通路状の石敷き遺構がある。

なお、 これら全体を囲むように南

側の斜面裾部が東西約1 4 mにわた

って大き く 扶られている。 井戸本

体は灰白色火山灰がプロ ッ ク状に

入る南側の谷の堆稜土を掘り込ん 1- L = lZ.OOm 
� 

でおり、 上段テラスも灰白色火山

灰降下後の黒褐色土 (III b層） か

-
．
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第24図 S E  1183桝平面図• 立面図

一

ら掘り込んでいる。 上段テラス と

下段テ ラ ス の境は現代の井戸によ

って破壊されている。

井戸本体については平面形が正

方形であり、 規模は一辺8. 8......,9. 2

m、 深さ約1 . 5mである。 地山に大

きな礫が含 まれているため、 その

掘り残しや抜けた穴に よ っ て壁や

底面は凹凸が著しいが、 基本的に

壁は垂直であり、 底面は平坦であ 第25図 S E 1183テラス断面図

る。 桝は横板を組んだ側を持つもので、 中央 よ りやや南東隅寄りに設けられている （第24固） 。 桝の構築に

際しては、 側 面 よ り一回り大きな据え方を堀り、 その上部に横板を組ん だ も ので、 掘り方の底面がそ の ま

， 

ま桝の底面 と なっている。 側板は、 北•西辺と南辺の西半分は横板を 2 段にしているが、 掘り方内に一抱

え以上の大きな礫が露出している南辺東半分や東辺は 1 段 と なっている。 それらの固定方法は、 横板の一

方の小口面がそれぞれ隣り合う横板の端部に直角にあたるよ うに合わせ、 掘り方の裏込めに よ っ て固定し

ている。 平面形は正方形であり、 規模は一辺1 .5 m、 深さ0. 4,....,0.6mである。 掘り方は、 平面形が不整形で

あり、 壁の立ち上がりも一様ではない。 規模は南北1.9----2. 2 m、 東西1.6----1 . g mである。 堆稜土について

みる と 、 桝内部はグラ イ 化した柔弱な暗灰色土であるが、 本体には地山プロ ッ ク層および黒褐色土の厚い

層が粗 く 交互に推積しており、 人為的に埋め戻された可能性がある。 遣物は、 本体の堆積土から現代の磁
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器染付碗、 桝の底面付近から揚水ポ ンプのパ ッ キ ンが出 土 し て い る 。

テ ラ ス に つ い て は、 上段は地山を削 り 出 した後に灰黄褐色土で整地 し て い る が、 下段は地山 を削 り 出 し

ただけである （第25図） 。 規模は 、 上段が東西 3 m、 南北 g m、 深 さ 約 1 mであ り 、 下段が東西 3 ......., 4 m 、

南北 9 -...,1om、 深 さ 約 1 . 1mである。 石敷遺構は 、 上段テラ ス か ら その外側にかけて延びて い る も ので長さ

約 4 m に わ た っ て検出 し た 。 幅約 1 mの範囲に お お よ そ長 さ 50cm、 幅25---35cmの大き めの石を中央に据え、

その周辺に小砂利から拳大の石を詰めて構築 し て い る 。 据え方は検出 で き ず、 上段テ ラ ス に お い て は整地
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の際に一緒に埋め込ん でいる。

6 .  遺構外出土の遺物

(1) 谷 の堆積土 出土の遺物

谷 は調査した範囲 も狭 く 、 遣物も数 点出 土したのみである。 北の谷に おいては灰 白 色火 山灰がプ ロ ック

状に入る亜泥炭 層から灰釉陶 器瓶 の体部破片が1 点出土している。 外面に黄緑 色の灰釉がかかっている。

また、 A 区南 端部の黄褐色土層から土師 器杯 ・ 甕 • 須 恵 器甕、 灰釉陶 器小瓶な どが数点 出土し ている。 灰

釉陶 器小瓶は体部の小破片 である。 割 れ口 は滑 らかであり、 外 面上部に はオ リ ー プ 色の灰釉が点々 と付着

している。 特徴的な 部分が出土していな いため年代等は不明である。 南の谷に おいては灰 白 色火 山灰降下

後の黒褐色土層から瓦質 土器火鉢 の口縁 部破片が1 点出土している。 口縁 部の形態 から近世以降の製品 と

考えられる。

(2) 第 III 層出土の遺物

土師 器杯 ・ 甕、 須 恵 器杯 · 甕 • 瓶、 赤 焼き 土器杯 •高台杯、 円面硯、 平瓦な どが少量 出土している。 円

面硯 は硯 部のみの破片 資料である（ 第26固 3) 。 硯面は、 中央 部が若干盛り上がっており、 その部分を中心

に顕著な 使用痕が観察 できる。
一 方、 その裏面は逆 に 凹 んでおり、 幅 0 .5cm前 後 のエ具に よって不 定方向に

強 く 削り取った痕跡が認められる。 こ の面においても中央 部よ りやや 外側に寄 った位置に摩耗 部分がある。

また、 側面に つ いては、 硯面の下全体に敲打に よる加工痕 および一 部に 研磨痕がある。 本資料が円面硯 で

あることは硯 面の形態 から疑いな いところ であるが、 全体がど のよう な 形態 に な るものか判断 する材料が

な く 不明である。 また、 裏 面に認められた摩耗 部分から、 二次的に その面も硯 として使用した可能性があ

る。 その際、 側面に認められた加工痕 との関 わりが問題にな ろうが、 それにつ いては明らかでな い。 平瓦

は多賀城政庁創 建期 のものである。

(3) 第 I 層出土の遺物

土師 器杯 ・ 甕 • 甑、 須恵 器杯 • 高台杯 ・ 甕 •瓶、 赤 焼き 土器杯 • 高台杯、 緑釉陶器、 軒丸瓦、 丸瓦、 平

瓦、 縄文土器深鉢、 石鏃、 砥石が出土している。 土師 器杯 はロクロ 調整を行なわな いものもわずかにみら

→ 

層位 色 調 土 質 特

黒褐色 (lOY R 3 / l ) 砂質土 し ま り な し

黒褐色 OOY R 3 / J ) 砂質土 地山細粒を多量に含む。 し ま り な し。 グ ラ イ 化

黒褐色 (JOY R 3 / 2 ) 粘磁土 し ま り な く 柔らない

4 黒褐色 (IOY R2/3) 亜泥炭層 灰白色火山灰プロ ッ ク を含む

灰白色 灰白色火山灰の 2 次埴積屏

6 a 灰貧褐色 (IOYR 4 /2)  砂質土 地山細粒を多量に含む• や や し ま り な し

6 b 黒褐色 OOY R 3/2) 砂土 地山細粒を多量に含む。 し ま り な く やや粘性あり

にぶい黄褐色 (lOY R S / 3 ) 砂付土 地山細粒を多量に含む

第27図 南の谷断面図
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れるが、 大部分はロク ロ調整を施したものであり、 底部から体部下端にかけて回転ヘラケズ リ したものが

見られる。 須恵器杯は底部がヘラ切りのものや、 全面を回転ヘラケズリした ものな どが出土している。 緑

釉陶器は碗あるいは皿の口縁部破片資料である。 濃緑色の釉が施されており、 内外両面ともヘ ラ ミ ガキ は

観察できない。 平瓦は大部分が多賀城政庁創建期のものであり、 わずかに第IV期のものも出土している。

7 .  考察

(1) 古代の遺構の年代と変遷

今回発見した遣構は、 第II層との関係が確認でき た S D U80·11 79をのぞく といずれも地山面で発見し

たものであり、 相互の層位的関係および新旧関係を把握でき なかったものである。 従って、 それらの年代

については出土遺物の年代が唯一の手掛かりとなる。 多賀城跡出土土器については白鳥良一氏の研究によ

ってA,.....,F群に分類されており （註 2 ) 、 その後、 年代観については一部修正が加えられている（註 3 ) 。

以下、 それらの成果に基づき発見遺構の年代について考察する。 なお、 本書中で 「赤焼き 土器」 と呼んで

いる土器は、 多賀城跡出土土器の「須恵系土器」と同一の土器である。 年代観についても同様である。

S I 11 73は今回の調査で発見した遺構の中では最も多く の遺物が出土した遺構である。 カ マ ドとその周

辺から完形品およびそれに近い状態の土師器杯 9点をはじめ土師器甕体部破片などが出土しており、 それ

らを一括資料として扱うことが可能であることは既に見たところである。 それらの土器の特徴として次の

点があげられる。

① 土師器杯・甕は、 いずれもロクロ調整を行ったものである

② 須恵器は 2層から底部ヘラ切りの杯や蓋・甕• 瓶などの破片資料が数点出土しているのみであり、

赤焼き土器は全く 出土していない

③ 土師器杯の底部は回転糸切り無調整である

④ 土師器杯の器高／口径比は0.31 ,....., 0 .35であり、 底径／口径比は0.36,....., 0 . 44である。

①③の特徴は B群からF群にかけて見られるものであるが、 ②の赤焼き土器が全く 出土していない点を重

視すればE • F群に属する可能性は消えるであろう。 底部の再調整については、 C群段階では回転ヘラケ

ズリを行なうものが比較的多く 、 D 群段階でも再調整されるものが約1 /2 であ っ た のが、 F群段階になると

無調整のものが主体を占めるという傾向が指摘されている。 同様に、 口径に対する底径の比率についても、

大き なものから小さなものへと変化していることが明らかにされている。 D群土器に位置付けられている

多賀城跡第61 次調査 （鴻の池地区） 第10層出土土器は土師器が主体を占め、 初源的な須恵系土器とわずか

の須恵器、 灰釉陶器で構成されるものである（註 4 ) 。 この土師器杯は器高／口径比が0.27,.....,0.38、 底径／口

径比が0.36,.....,0. 46であり、 本土器群と極めて近似している。 多賀城跡第61次調査第1 0層出土土器は底部に

再調整を行なうものが1/2存在することから、 本土器群はそれより新しい要素を持つとみることができよう。

以上の点から本土器群はD 群土器の中でも新しい段階、 E · F群土器に伴う一 般的な須恵系土器出現直前

頃に位置付けることが妥当である。 D群土器は9世紀後半頃、 E群土器は1 0世紀前半から後半にかけての

頃のものとされていることから、 SI 11 73出土土器は 9 世紀末頃の年代と考えられる。 これらの土器は住

居廃絶時に最も近い遺物であることから、 S I 11 73の年代についても同様の年代が与えられよう。

S B11 72 、 S K11 74·1 176·1185、 S D1184については遣物の出土紐が少なく 、 しかも破片資料しか出

土していないものもあるためA ,....., F群土器のいずれに相当 す るものかは明確にでき ない。 S B11 72 と S K
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11 74からはロク ロ調整を施した土師器甕が出土して い る こ とからC群以降であり、 9世紀前半以降とする

ことができる。 赤焼き土器を含まずロ ク ロ調整を施した土師器杯・ 甕が出土している S K1 185はC· D 群

に相当するであろうから9世紀頃、 赤焼き土器が出土してい る S D ll76·1184はE · F群のいずれかに相

当する こ とからおおよそ10世紀前半頃と考えておきたい。

S D 11 78"'1182は黒褐色土を堆積土とする こ とで共通する溝である。 出土遺物もすべて古代の土器と瓦

であり、 中世以降の遺物は含んでいない。 このうちS Dll80は第 II層上面から掘り込んでいる こ とを確認

しており、 それと連結する S D ll79も層位的には同様であった こ とが知られる。 第 II層は赤焼き土器を含

む第 III層を覆うことからE群以降の堆積層であることは明らかであるが具体的な年代は不明である。 赤焼

き土器が出土しているS K 11 76、 S D ll84の堆積土はいずれも黒褐色土を全 く 含んでい な い こ とから、 E・

F群の段階としたS K1 176、 S Dl l84より新しい時代の遺楠である可能性が高 い。 両者の間に大きな時間

差を想定すべきかもしれないが、 おおよそ10世紀前半以降のものと見ておきたい。

S B1 171 につ いては特徴的な遺物が出土していないため年代は不明である。 しかし、 S B1 172や SI 11 73 

とは方向がほぼ同 じであり、 S B1 172とは柱穴埋土が類似してい る ことからおおよそそれらと同じ頃の年

代と推定され、 9世紀頃と見ておきたい。 S K11 77 ·1 1 75については遺物が出土して いないことから年代

は不明である。

各遺構の年代を整理すると次のとお り である。

S B 11 71 9世紀頃

S B 11 72 9世紀前半以降

S I 11 73 9世紀末

S K1 174 

S K1 185 

9世紀前半以降

9世紀以降

S K1 176· S D 1184 10世紀前半頃

S D 11 78 ......... 1 182 10世紀前半以降

こ れらはおおよそ次の三つの段階にまとめるこ とができる。

1期 ： 9世紀頃の遺構( S B11 71 ・11 72、 S I 1 173、 S K 11 74· 1185) 

II期 ： 10世紀前半頃の遺構( S K1 176、 S Dl184) 

III期 ： 10世紀前半以降の遺構( S D 11 78-1182) 

各地区ごとの遺構の分布をみると、 I期の追構はA 区、 II期の遺構はB 区と時期的に偏って存在してい

る。 発見した遺構の数が少ないため明らかではないが、 I • II期については時期 ごとに場の使われ方が変

化した可能性がある。

遺構の性格については不明であるが、 調査区全体を通じて掘立柱建物が竪穴住居が存在したのはI期の

みであり 、 地形的にも居住空間として適した場ではなかった こ とが推定される。 むしろ 掘立柱建物跡と竪

穴住居跡がA区南東部に片寄って発見されている こ とから、 既に宅地化された調査区外東側に遺構が広が

っている可能性が考えられる。 ま た、 B 区からも土器、 陶器、 硯、 瓦などが出土していることから、 調査

区外南側にも遺構の存在を想定できよう。

(2) 近代の遺構について

S E 1183は一辺約9m、 深さ約1. Smの大井戸であ り 、 貯水誠も膨大であったと推定される。 かかる井戸
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は1 軒 の家 はおろ か一般的な集落 の井戸としても必要以上 の規模であるといえる。 太 平洋戦争 の頃、 本市

（当時 多賀城村 ） 東部から七ケ浜町 にかけて海軍工廠が建設され、 本調査区の南約200m の留ケ 谷字影屋

敷一帯 にエ員養成所および男子学徒寮が配置されている。 これらの施設建設に必要な水 は付 近 の井戸 や湧

水 を利 用することにした とされている（註5) 。 位置、 規模、 年代などの点から S E1183 は海軍工廠 建設時

に使用 された可能性がある。

8 .  まとめ

1 .  平安 時代の掘立柱 建物 2 棟、 竪穴住居 1 棟、 溝l条、 土壊 3 基、 平安 時代中頃以降 の溝5条、 近代の

井戸l基、 年代不明の土壊 2基を発 見した。

2. 古代の遺 構の性格は不明である。

註 1 No. 4 · 10 · ll ・ 12 · 15については図示していない。 No.15は土師器甕の体部破片資料である。 頚部はヨ コ ナデある い は ロ ク ロ ナ
デ、 体部は縦方向にヘラ ケ ズ リ している 。 No.IOは土師器杯の口縁部破片資料であり 、 11 ・ 12は底部破片資料であ る。 3 点 と も
表面が磨滅しているため土師器か赤焼き土器かの判断が難しいが、 いずれも外面と比較して内面の色調が黒 い こ と か ら黒色処
理を想定し、 土師器である と判断した。 No.12は底部が回転糸切 り 後無調整である。 No.4 は砥石である 。

註 2 白鳥良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 宮城県多賀城跡調査研究所 「研究紀要Vll」 1980
註3 白鳥良一 「第Vll章 考察(2)土器」 宮城県多賀城跡調査研究所 「多賀城跡 政庁跡本文編」 1982
註4 柳沢和明 「[J] 第釘次調査」 宮城県多賀城跡調査研究所 「宮城県多賀城跡調査研究所年報1991J 1992 
註5 難波侶雄 「第三章 戦争と多賀城 第二節 多賀城海軍工廠について」 多賀城市 『多賀城市 2 近世 ・ 近現代」 1993
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円面硯 No. 3 ト レ ンチ (R-14)
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土師器杯 S 1 1173 ( R - 1 )  
土師器杯 S 1 1173 ( R - 3 )  

（左） 灰釉陶器瓶 北の谷 ( R-21)
（中） 灰釉陶器小瓶 北の沢 (R-20)
（右上） 灰釉陶器碗 S I  1173 (R-18) 
（右下） 緑釉陶器碗 No 2 ト レ ンチ (R-17)
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高崎遺跡出土燈明皿内 の残存物 に つ い て

春

は じ め に

標記の遺跡か ら 出土 し た燈明皿様土器 1 点に つ い て、 そ の付着残存物を調査 し た。 従前の調査を踏 ま え

れば、 本土器 も 燈明皿 と して使用 さ れた も のに間違い は な い と 思 わ れ る が、 念のため確認 し た も ので あ る 。

た だ し こ の付着物の中に も 、 燈心に使用 し た と 思 わ れる植物質素材が存在す る か ど う か は、 き ち ん と 確認

を す る 必要があ り 、 その意味では本調査 も ま た重要である 。

調査結果

正嶋永国立歴史民俗博物館

付着物は、 主に内底面部に残存 し て お り 、 かな り 艶の あ る 黒色膜状を呈 し て い る が、 そ の表面は全体と

し て は 月 の表面を見る が ご と き アパタ状を示 し て お り 、 網状の ク ラ ッ ク も観察された （固 1 ) 。 ま た 口縁部

の内面に も 、 ご く 一部 に で は あ る が、 同様の付着物が認め られた （固 2 ) 。 両個所よ り 微少な試料を採取し、

ボ リ エス テル樹脂に埋包固定後切断 し 、最終的には薄片状態 に し て 光学顕微鏡 に よ る観察を行っ た と こ ろ 、

両者の試料に つ い て 、 油状の層 と と も に植物質の素材が確認で き た （固 3 、 4 ) 。 こ の植物質素材の顕微鏡

的な性状は、 従前の調査で検出 さ れた も の に全 く 一致 し て お り 、 草本性の燈心材 と みて 間違い は なか ろ う 。

（参考） 永嶋正春 「高崎追跡出土燈明皿内の残存物について」 「甜崎遺跡ー第11次調査報告四ー」 多賀城市教育委員会 1995 
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